
第
八
回
中
部
歴
史
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト

共
同
宣
言

我
が
中
部
地
方
に
は
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
建
造
物
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

歴
史
や
伝
統
を
反
映
し
た
人
々
の
生
活
が
、
地
域
固
有
の
風
情
、
情
緒
、
た
た
ず

ま
い
を
醸
し
出
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
伝
統
文
化
や
歴
史
的
風
致
の
保
存
、
継
承
が

困
難
と
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
以
降
、
人
々
の

交
流
が
制
限
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
一
層
拍
車
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
二
年
余
り
が
た
ち
、
よ
う
や
く
人
々
の
営
み
は
元
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

祭
礼
な
ど
も
再
開
さ
れ
、
伝
統
文
化
の
保
存
、
継
承
、
歴
史
的
風
致
の
向
上
に
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
条
件
が
整
っ
て
参
り
ま
し
た
。

本
日
、
豊
か
で
清
ら
か
な
水
に
恵
ま
れ
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
中
で
悠
久
の
歴
史

を
育
ん
で
き
た
「
水
と
踊
り
の
ま
ち
」
、
こ
こ
郡
上
市
に
お
い
て
、
中
部
そ
れ
ぞ

れ
の
「
ま
ち
」
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
も
広
く
人
々
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
、
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
困
難
な
状
況
の
中
で
も
、
私
た
ち
十
六
市
一

町
は
、
連
携
・
協
力
し
て
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
、
伝
統
芸
能
や
祭
礼
行
事
な
ど

を
、
確
実
に
後
世
に
継
承
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

歴
史
的
価
値
の
高
い
建
造
物
や
ま
ち
な
み
、
地
域
固
有
の
風
情
・
情
緒
を
活
用
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
魅
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
と

共
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
人
々
や
ま
ち
を
活
気
づ
け
る
よ
う
な
、
生
き
生
き

と
し
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日

中
部
歴
史
ま
ち
づ
く
り
認
定
都
市
一
同

（
高
山
市
、
亀
山
市
、
犬
山
市
、
恵
那
市
、
美
濃
市
、
明
和
町
、

岐
阜
市
、
郡
上
市
、
名
古
屋
市
、
伊
賀
市
、
岡
崎
市
、
三
島
市
、

掛
川
市
、
伊
豆
の
国
市
、
下
田
市
、
津
島
市
、
浜
松
市
）
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